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１．研究の背景 

 ・平成２５年度（昨年度）……東京都教育委員会より３年間継続の「言語能力向上」についての研究指定を

受けた。一昨年度の研究であるＩＣＴ機器の活用継続だけでなく、音読・暗唱、視写、漢字指導などについて

の指導法の統一を図っている。 

 ・平成２６年度（今年度）……言語能力向上策の一つして「学校図書館の活用」を従前より計画する。学校

図書館を、まずは授業の場としていくことが活用につながると考えて指導計画を作成中である。 

 

２．研究の目的 

 学校図書館を読書活動や図書の貸し出しだけではない「学習の場」とすることで、多様な学びができ、学

びの質も深めることができると考え、この研究に取り組んでいく。 

 具体的には、パソコンを使った調べ学習、実物投影機を使った図書紹介などの発表活動などを学校図書館

ですることで、読書だけではない多様な学習が展開でき、学校図書館がよみがえることを意図してこの研究

に取り組んでいく。 

 

３．研究の方法 

・７回の授業研究によって、仮説を実証し、日々の授業に活かす 

・実技研修会を通して、ＩＣＴ機器の効果的な使い方を学び、授業に活かす 

・学校図書館のレイアウト・設計などを通して、学習の場としての図書館のあり方を全体で検討し、授業に

活かす 

 

４．研究の内容・経過 

（１）内容 

 ・どんな調べ方があるかを発表しよう（３年以上） 

   図書による調べ方の特徴・発表 

   パソコンによる調べ方の特徴・発表 

   図書検索システムの活用 

   どの場面でどんな調べ方が有効かを実際の体験から学ぶ 
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 ・偉人伝を１０分間で読書しよう １（全学年） 

   １０分で読める偉人伝を使い、全員が同じ人を読み、感想をまとめる 

   その感想を、実物投影機を使って発表する 

   自分がよかったと思うことをわかりやすくまとめる 

 ・偉人伝を１０分間で読書しよう ２（全学年） 

   １０分で読める偉人伝を使い、それぞれが違う人を読み、感想をまとめる 

   その感想を、実物投影機を使って発表する 

   次にどの人を読みたいかを発表し合う 

 ・書き出しから学ぼう（３年以上） 

   いろいろな本の書き出しで気に入ったものを書き出す 

   書き出したものを実物投影機で発表する  

   書き出しの特徴を分類分けをして、どんな工夫があるかを見つける 

 

（２）経過 

・４月  学校図書館のレイアウト決定 

     使いやすい、授業しやすい学校図書館に全教職員で変身させる 

     研究計画確認 

 

・５月～ 毎月１回（８月除く） 

     授業研究（年間７回で全員が授業を公開） 

     学年…全学年  

     教科…国語 

     規模…校内での研究 対象…校内教職員 

      調べ学習の道具としてタブレットパソコン 

      タブレットパソコンの役割…検索システムの活用方法などがわかる 

     発表の道具として実物投影機 ホワイトボード 

         実物投影機の役割…大きくテレビに映すことでわかりやすく全体のものとなる 

 

・５月、１０月、２月 学校公開日（年３回） 

      公開授業（全員が３回のうちの１日１時間を学校図書館で授業を公開） 

     学年…全学年 

     教科…国語 

     規模…参観自由 対象…保護者、地域住民   
     偉人伝を読んで、その感想を発表する 

     発表の道具として実物投影機 ホワイトボード（高学年はパソコンも可） 

        実物投影機の役割…絵や文を大きく映すことでわかりやすくなる 

 
・日々の授業で（２週間に１回は学校図書館で授業実施） 

     学年…全学年 

     教科…国語を中心に 

     規模…学年での研究 対象…学年の教員 
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     発表ツールの活用方法の共通理解 

     新しい実践の開発 

      使い方をマスターするために、タブレットパソコン 実物投影機を使用 

・３月 小平市教科等研究会発表会 リーフレット配布による発表 

      対象…市内小学校教職員 

     学校図書館の活用について タブレットパソコン 実物投影機の効果的な使用 

 

５．研究の成果 

（１）成果 

・学校図書館が学習の場となることで、多様な活動が展開され活用度があがった。 

・学校図書館は本だけ読む場所というイメージが一新された。 

・学校図書館利用者が増え、読書活動が活発化した。 

（２）効果 

・ＩＣＴ活用が学校図書館でも推進できることがわかり、教室の授業での活用が増える。 

（３）リーフレット作成 

・研究の成果を３つ折りのリーフレットにまとめ、市内教職員に配布することで、研究成果をわかりやすく

説明することができた。（４ページ目と５ページ目にリーフレット掲載） 

 

６．今後の課題・展望 

・本校の研究が端緒となり、市内の特別支援学級に平成２７年度よりタブレットパソコンが導入されることと

なった。タブレットパソコンの活用の仕方をさらに市内に広めていくこと、これが一番の課題である。 

・学校図書館での検索など、パソコンのＯＳによって左右されるので、タブレットパソコンの購入にあたって

は、業者などと十分な検討していく必要がある。 

 

７．おわりに 

 今回パナソニック教育財団から助成をいただき研究する機会を得たことで、校内だけでなく、市内小学校

に成果を示し、小平市のタブレットパソコン研究の先駆けとなった。このことは、本校教職員の自信にもつ

ながり、今後の研究への意欲付けにもなっている。 

 来年度は、東京都の言語能力向上拠点校として、小平市の研究推進校として、平成２８年１月２９日（金）に

発表会を実施する。その際は、今回の研究の成果を披露するだけでなく、ＩＣＴ機器のさらなる活用法を示せ

るようにしていく。 
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